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　気象庁では、2028年の打上げを目指して、静止気象衛星ひまわり８・９号の後継衛星の検討を開始し

た。後継衛星搭載センサとして、ハイパースペクトル赤外サウンダ（HSS）も候補との一つとなっており、そ

の有効性を調査するため観測システムシミュレーション実験（OSSE）を行っている。HSSは、高波数分解能で

1000以上のチャンネルを用いることにより、高精度な気温・水蒸気の高鉛直分解能プロファイル情報を取得

できる。低軌道衛星に搭載されたIASIやCrISなどのHSSは既に現業的に利用されているが、新たに静止衛星に

搭載し高頻度な観測情報を有効に活用することにより、数値予報精度をさらに改善することが期待できる。 

 

　目標とする後継衛星搭載ハイパースペクトルサウンダ(GeoHSS)は、欧州気象衛星開発機構

（EUMETSAT）が開発しているIRSというHSSを参考に、1738チャンネルでのフルディスクの毎時観測を行う

ことを想定する。GeoHSSの疑似観測輝度温度データは、気象庁システムと独立した高精度な解析場である欧

州中期予報センター（ECMWF）の再解析（ERA5）と、高速放射伝達モデルRTTOV v12.2を用いて作成す

る。このデータを、気象庁の現業システムで運用されている全球およびメソデータ同化システムを用いて同化

する。全球データ同化システムでは、既に現業同化されているHSSの処理（チャンネル選択、雲判定、間引

き、観測誤差設定、水平間引き）をGeoHSSにも適用する。メソ同化システムではまだHSSは同化されていな

いので、今回新たに開発を行っている。さらに気温と水蒸気の鉛直プロファイルも同化し、より直接的な観測

情報のインパクトを評価する。 

 

　構築したGeoHSSのOSSEが正常に動作しているかを確認するため、全球同化システムを用い、2018年6月

15日～7月8日を対象にデータ同化実験を行った。GeoHSSの疑似輝度温度データを同化した場合、高度場など

の解析・予報場がECMWFの解析・予報場に近づくなど、想定した結果が得られることを確認した。現在、同

化実験結果の評価、GeoHSSシミュレーションの高度化、メソ同化システムを用いた同化実験、気温・水蒸気

プロファイルの同化などを進めている。会合ではこれらの結果について紹介する。
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